平成30年度　学校関係者会（学校評議員会）

〇日　時　平成31年2月18日（月）9:00～10:30
〇場　所　校長室
〇出席者
　・学校評議員　　小野　克哉　様   猪股　秀男  様
都合により、古屋　知子  様 は欠席です。
　・北中学校　　　数野　保秋 校長　泉　  晋 一 教頭
〇内　容　・平成３０年度学校評価について　　・学校評議員の方からのご意見　　・情報交換
　※学校長挨拶、教頭から学校評価の説明を行った後、評議員の方からご意見を伺った。
◇学校の現状について（校長より）
・3年生は入試が始まっていて、進路に向け日々取り組んでおり、卒業まで１７日となっている。
[bookmark: _GoBack]・不登校生徒の対応が一つの課題。学級、学年、学校体勢でのぞみ、適応指導教室、スクールカウ　　
ンセラー、その他外部機関とも連携して、取り組んでいる。
・来年度の新入生は９２名の予定。８７名が卒業するので、若干生徒数が増える。
◇学校評議員の方より
　　・北陽祭（学園祭）の劇、体育部門の競技に取り組んでいる姿に感動した。
　　・NPO法人「黒平自然の森の学校」の行事に北中の生徒も職場体験の一環として参加し、伸び伸び
と活動していた。
◇学校評価について
○共通質問４「困ったことがあった時に相談しているか」について、CとDの評価が生徒約２０％、
保護者約１５％いるが、教員はほとんどいないので、関係機関または個別に学校で取り組んでもら
えていると感じる。
※学校：職員がアンテナを高くして、生徒の様子の変化に気づくように意識する必要がある。
○あいさつをすると北中生はよく返してくれる。
※学校：ありがたい言葉だが、地域であまりあいさつをしないという声も聞くので、今後も集会その
他の場面で話をしていきたい。
○部活動がいろいろな大会で活躍している様子がわかる。以前、見学にきた時に部によって部員の人
数の差があることを感じた。
※学校：生徒の数も減り、また教員数も減ってきている中で、部員数に偏りが出てきているので、基　　
準を決めて、１つの部に２人の顧問がいてきめ細かい指導ができるように、部の数について、来年　
度検討していく。
○「ノースマホデー」など、学校でも啓発活動を行ってくれている。ネット・スマホ依存など心配な
時代なので、道徳をはじめ様々な場面で引き続き取組をお願いしたい。
※学校：講師を招いての講演、ノーTV・ノーゲーム・ノースマホ週間など、今後も継続して取り組ん　
でいく予定。
　○（地域との連携に関わって）小学校では、「地域探検」という行事の中で、地域の施設や古墳の見学
などを行っている。また、授業の中でも取り入れている。
　※学校：中学校ではなかなか時間がとれないが、夏休みの課題として「ふるさと山梨郷土学習コンク
ール」などに取り組み、地域を調べ応募する中で、賞をいただいた生徒もいるので、引き続き推奨
し、授業などにおいても少しでも地域の施設、人材などを活用できるようにしていきたい。
　
○地域において、社会性・道徳性を培っていく上で、家庭の役割が大切だが、学校（教師）に依存し
ている感がする。学校も社会生活の一環として、生徒にルール・規範など厳しく指導するのも時に　
は必要なことだと思う。
○地域の自然体験などの際、外で活動している様子を見ると、普段は見せない姿を見せ、北中の生徒
も参加してくれている。職場体験だけでなく、年間を通してさまざまな行事を行っているので、「黒
平自然の森の学校」の体験活動に参加してもらいたい。
（パンフレットをいただいた。立ち上げて１２年が経過。）
